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「
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
の
土
木

に
お
け
る
『
木
材
』
の
利
用
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
平
成
二
〇
年

一
一
月
二
一
日
に
京
都
大
学
生
存
圏
研
究

所
の
全
国
共
同
利
用
研
究
の
一
環
と
し
て
、

同
研
究
所
の
木
質
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、（
社
）

土
木
学
会
・
日
本
木
材
学
会
・
日
本
森
林

学
会
の
三
学
会
の
学
際
的
研
究
を
通
じ
て

土
木
分
野
に
お
け
る
木
材
の
利
用
拡
大
を

図
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
日
は
、
国
土

交
通
省
や
地
方
自
治
体
、
建
設
会
社
、
土
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「
土
木
に
お
け
る
木
材
の
利
用
拡
大
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」レ
ポ
ー
ト

木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
様
々
な
分
野
か

ら
約
九
〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、は
じ
め
に
、（
社
）

土
木
学
会
前
会
長
の
濱
田
政
則
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
教
授
か
ら
、「
最
近
、
各
種

構
造
物
の
建
替
え
の
際
、
基
礎
杭
が
掘
り

出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
五
〇
年
以

上
経
過
し
て
い
て
も
健
全
な
場
合
が
多

く
、
時
に
は
一
〇
〇
年
以
上
経
過
し
た
も

の
も
あ
る
。
一
般
的
な
土
木
構
造
物
の
耐

用
年
数
が
五
〇
年
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
木
材
は
土
木
用
の
部
材
と
し
て
決

し
て
劣
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、

一
九
六
四
年
の
新
潟
地
震
で
は
、
そ
の
当

時
普
及
し
始
め
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
は
損

傷
を
受
け
て
建
物
が
傾
斜
し
た
が
、
従
来

の
木
杭
基
礎
の
建
物
は
健
全
で
あ
っ
た
と

い
う
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。」
と
の
挨

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
基
調
講
演
で
は
、
砂
防
学
会
理
事

の
石
川
芳
治
氏
（
東
京
農
工
大
学
）
が
、

「
も
っ
と
土
木
で
木
材
を
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
、「
木
製
堰
堤
の
耐
朽
性
は

意
外
と
高
く
、
流
水
が
豊
富
で
安
定
し
て

い
る
箇
所
で
は
堰
堤
本
体
の
寿
命
は
更
に

延
び
る
の
で
は
」
と
木
材
利
用
の
更
な
る

可
能
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
崎

真
理
雄
氏
（
森
林
総
合
研
究
所
）、
佐
々

木
貴
信
氏
（
秋
田
県
立
大
学
）
は
、
土
木

分
野
で
は
年
間
僅
か
一
〇
〇
万
㎥
し
か
木

材
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
紹
介
し

つ
つ
、「
土
木
分
野
で
の
木
材
利
用
の
拡

田
淵
敦
士
氏
（
京
都
府
立
大
学
）、
松
本

義
勝
氏
（
越
井
木
材
株
式
会
社
）、
青
合

幹
夫
氏
（
京
都
府
森
林
組
合
連
合
会
）
に

よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、「
基
礎
杭
な
ど
の

地
中
構
造
物
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
道
路

構
造
物
等
へ
の
木
材
利
用
は
、
官
民
合
わ

せ
た
建
設
工
事
の
量
を
考
え
る
と
計
り
知

れ
な
い
潜
在
能
力
を
有
し
て
い
る
」「
土

木
分
野
で
の
木
材
利
用
は
、
ま
ず
は
コ
ス

ト
を
考
え
ず
純
粋
に
技
術
的
な
可
能
性
を

追
求
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
上
で
環
境
問

題
へ
の
対
応
や
木
材
利
用
の
意
義
、
企
業

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
等
を
交
え
て
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
、木
材
利
用
を
進
め
る
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
土
木
を
担
当
す
る
人
は
そ
も
そ
も
木
材

の
こ
と
を
知
ら
な
い
し
、
ど
の
よ
う
な
工

法
が
あ
る
の
か
教
育
を
受
け
て
い
な
い
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
、「
木
材
利
用
に
関

す
る
情
報
の
共
有
化
が
必
要
で
あ
る
」
と

の
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
分
野
か
ら
の
視
点
で
研
究
さ
れ

討
論
さ
れ
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

会
場
か
ら
の
質
問
も
多
く
、
土
木
分
野
で

の
今
後
の
木
材
利
用
が
期
待
で
き
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
の

土
木
に
お
け
る「
木
材
」の
利
用

大
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
て
、
課
題
の
整
理

と
森
林
・
木
材
・
土
木
の
各
分
野
の

連
携
を
訴
え
ま
し
た
。

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、今
村
祐
嗣
氏
（
京
都
大
学
）

の
司
会
の
も
と
、「
木
材
の
土
木
利

用
の
新
た
な
進
展
に
向
け
て
！
」
を

テ
ー
マ
に
高
奥
信
也
氏
（
京
都
府
）、


